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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

本研究では、燃料デブリの環境劣化に依存したひび割れを研究対象

とし、酸化や水素吸収による劣化モデルを構築し、材料学視点から燃

料デブリにおける環境劣化因子の変化に伴う構成物の特性変化を評

価、さらに、環境加速割れに関する系統的な調査を通し、特性変化と

割れとの相関を明らかにすることを目的とする。 

本研究は、１F燃料デブリの取出し、長期の保管・処理、経年劣化な

どのプロジェクトに貢献することを目指すものであり、以下の項目を

行う。 

１）特性の経年変化に関する調査 

 ２）環境劣化割れに関する調査 

２．総合評価 Ｂ 
・金属デブリの取り出しに関わる、貴重な機械的物性データが取れたこ

とは評価ができるが、水素吸収による劣化や酸化による経年劣化の検

討は限定的であった。 

・課題全体としては、所期の目的を達成したものと判断する。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


